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新しい介護保険制度 

Environmental Problems

ごみの減量は 
一人ひとりの心がけから 

�

南アルプス市緑の基本計画策定に向けて
未来に向かって、さらに「前進」 

平成18年度予算決まる 



も
と
か
り
や

本
仮
屋
ユ
イ
カ

早
田
俊
幸

桃
と
ス
モ
モ
の
花
の
中
、健
脚
を
競
う

南
ア
ル
プ
ス
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

今
年
で
４
回
を
迎
え
ま
す
。

今
大
会
に
は
、自
ら
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
ラ

イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
女
優
の
本
仮
屋
ユ

イ
カ
さ
ん
と
、マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
等
で
活

躍
さ
れ
た
早
田
俊
幸
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
お
迎
え
し
ま
す
。

本
仮
屋
さ
ん
は
各
種
ス
タ
ー
ト
時
に

選
手
の
激
励
や
表
彰
式
の
プ
レ
ゼ
ン
タ

ー
と
し
て
、早
田
さ
ん
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
部
に
出
場
し
ま
す
。全
国
各
地
か
ら

の
ラ
ン
ナ
ー
や
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
、皆

さ
ん
の
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
開
催
中
は
、会
場
周
辺
へ
の
一
般

車
両
の
進
入
が
で
き
ま
せ
ん
。メ
イ
ン
会

場
に
お
越
し
の
際
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利

用
す
る
か
、お
近
く
の
方
は
徒
歩
で
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

開
催
日

4
月
9
日（
日
）
雨
天
決
行

時

間

午
前
8
時
45
分
〜

メ
イ
ン
会
場

櫛
形
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

１９８７年生まれ。 
映画「ＳＷＩＮＧ ＧＩＲＬＳ」、Ｎ
ＨＫ朝の連続テレビ小説「フ
ァイト」等に出演。 

主な競技成績　
１９９４年 広島アジア大会マ
ラソン ２位［２時間１１分５７秒］
１９９５年 スウェーデンイエテ
ボリ世界陸上１００００ｍ １０位
［２７分５３秒１２］ 

写真提供：（株）スターダストプロモーション 

ゲストランナー 
����� ������
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N
10:10～11:00

10:00～12:10
11:00～12:15

10:00～12:30

9:30～12:30

10:45～13:00

10:30～12:50

9:30～13:00

10:25～11:50

10:30～12:00

10:25～11:40

9:45～13:00

10:15～12:50

9:45～12:40

10:40～12:20

10:40～12:20

10:30～12:40

10:00～12:30

市役所 

南アルプス 
消防署 

南アルプスI.C

白根I.C

櫛形中 

市企業局 

富士電機 

桃源フルーツライン 

マラソン橋 

ループ橋 

日立製作所 
曲輸田工場 

櫛形北小 

櫛形スポーツ 
公園通り 

櫛形工業団地 

落合小 

滝沢川公園通り 

コモンシティ 
あやめが丘 

白根桃源 
文化会館 

甲
西
バ
イ
パ
ス 

ウ
ェ
ス
タ
ン 

ラ
イ
ン 

国
道
52
号
線 

南アルプス桃源郷マラソン大会実行委員会 
1（282）7204（直通）  社会体育課 1（282）7779

甲府駅南口山梨交通バス発着所
～櫛形生涯学習センター駐車場

富士電機（株）山梨工場駐車場
～ＪＡこま野櫛形共撰所駐車場

帝京山梨看護専門学校駐車場
～ＪＡこま野櫛形共撰所駐車場

市役所白根支所駐車場
～ＪＡこま野櫛形共撰所駐車場

市役所若草支所駐車場
～ＪＡこま野櫛形共撰所駐車場

市役所甲西支所駐車場
～ＪＡこま野櫛形共撰所駐車場

行き 7時20分～ 9時40分
帰り 12時00分～14時30分

 

お問合せ 

運行時間

行き 7時00分～9時30分
帰り 11時10分～14時30分

運行時間

9:30～12:30

9:45～12:40

10:20～11:10

9:45～13:00

10:25～11:40

10:30～12:50

10:25～11:50

10:30～12:00

10:45～13:00

市役所 

南アルプスI.C
櫛形中 

甲
西
バ
イ
パ
ス 

日立製作所 
曲輸田工場 

櫛形北小 

櫛形スポーツ 
公園通り 

滝沢川公園通り 

コモンシティ 
あやめが丘 

国
道
52
号
線 

南アルプス桃源郷マラソン大会 
コースマップ 

ハーフマラソンコース

10kmマラソンコース

5kmマラソンコース

3.5kmマラソンコース

	
���
 ���
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高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、介
護
を
必
要
と

す
る
人
は
南
ア
ル
プ
ス
市
も
毎
年
増
加
し
て
い

ま
す
。こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
時
は
１
１

５
５
人
だ
っ
た
要
介
護
認
定
者
は
、５
年
後
の

17
年
４
月
に
は
約
２
０
０
０
人
ま
で
に
増
え
ま

し
た
。ま
た
、ス
タ
ー
ト
時
８
２
２
人
だ
っ
た
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
は
、５
年
後
に
は
、１
５
６
２
人

と
約
２
倍
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。介
護
保
険
給

付
費
も
平
成
12
年
度
の
約
17
億
円
か
ら
平
成

16
年
度
に
は
31
億
円
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
と
制
度
の

持
続
性
を
高
め
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
住
み
な

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、要
介
護

者
を
増
や
さ
な
い
、重
度
化
さ
せ
な
い
取
り
組

み
が
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

見
直
し
の
背
景

新
し
新
し
い
介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度 

新
し
い
介
護
保
険
制
度 

平
成
12
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
は
、

法
律
の
見
直
し
と
同
時
に
、

３
年
ご
と
の
事
業
計
画
見
直
し
を
行
い
、

今
年
４
月
、２
度
目
の
見
直
し
を
終
え

再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
の
背
景
、

変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

† ‰¸ 4



今
回
の
見
直
し
の
大
き
な
特
徴
は
、介

護
を「
予
防
」す
る
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
を

行
う
こ
と
で
す
。介
護
予
防
と
は
、で
き

る
限
り
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
た
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
に
な

っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
以
上
の
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
要
介
護
状
態
の
区
分
が

今
ま
で
の
６
段
階
か
ら
７
段
階
に
な
り
ま

し
た
。要
支
援
の
区
分
が「
要
支
援
１
」と

「
要
支
援
２
」の
二
つ
に
な
り
、介
護
予
防

を
重
視
し
た
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
の
予
防
を
重
視

新
し
い
介
護
予
防
体
制
の
流
れ

今
は
介
護
を
必
要
と
し
て
い
な
く
て
も
、

生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
て
介
護
が
必

要
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
高
齢
者
を
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
早
期
に
把
握
し
、支
援

す
る
こ
と
が
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。新

設
さ
れ
た「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、生
活
機
能
の
低
下
し
て
い
る
高
齢
者

に
健
診
の
結
果
な
ど
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、日
常
生
活
で
の
問
題
点
な
ど
の
聴

き
取
り
を
行
い
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
者
を
選
定
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」の
役
割
は
、介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作

成
な
ど
の「
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

だ
け
で
な
く
、医
療
や

虐
待
防
止
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
、

問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
の「
総
合
的
な
相

談
窓
口
機
能
」の
役
割

な
ど
を
持
ち
、介
護
予

防
や
地
域
の
高
齢
者
へ

の
総
合
的
な
拠
点
と

し
て
新
し
く
誕
生
し
ま

し
た
。

介
護
予
防
の
拠
点
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

新
し
い
介
護
保
険
制
度 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

介
護
予
防
に
関
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
、

高
齢
者
へ
の
総
合
的
な
予
防
・
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

運
動
器
の
機
能
向
上

栄
養
改
善

認
知
症
予
防

閉
じ
こ
も
り
・
う
つ
予
防

口
腔
機
能
の
向
上
な
ど

介
護
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
給
付
）

一
般
向
け
の

介
護
予
防
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

訪
問
看
護

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

介
護
予
防
支
援
な
ど

旧制度

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

要支援

非該当

平成18年4月から

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

要支援2

要支援1

非該当

元
気
な

高
齢
者
は

生
活
機
能
の
低
下

に
よ
り
要
支
援
へ
移

行
す
る
危
険
性
の

あ
る
人

「
要
支
援
予
備
群
」

向
け
の
介
護
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム

介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス

（
予
防
給
付
）

生
活
機
能
の
低
下

が
軽
く
、改
善
す
る

可
能
性
の
高
い
人

（
要
支
援
1
・
2
）

生
活
機
能
の
低
下

が
中
・
重
度
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
な

人（
要
介
護
1
〜
5
）

［図表①］
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低
所
得
者
対
策
と
し
て
新
第
２
段
階

の
創
設
と
併
せ
、保
険
料
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、保
険
料
を
天
引
き
す

る
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
が
、老

齢
基
礎
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
老
齢（
退

職
）年
金
だ
け
で
な
く
、遺
族
年
金
、障
害

年
金
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

保
険
料
や

制
度
運
営
の
見
直
し

65歳以上の方の保険料

40～64歳の方の保険料は加入している医療保険によって決め方、納め方が違います。

要介護認定者数の推移と対６５歳以上人口比

要介護度別認定者数の推移 構成比：％

所得段階 保険料（年額/円）

決まり方

H13.10

介護度 平成13年10月 平成14年10月 平成15年10月 平成16年10月 平成17年10月

要支援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

合 計

人 数

147

368

286

174

187

214

1376

構成比

10.7

26.7

20.8

12.6

13.6

15.6

100.0

H14.10 H15.10 H16.10 H17.10

納め方

対象となる方

第１段階の方

第２段階の方

第３段階の方

第４段階の方

第５段階の方

第６段階の方

国民健康保険の方

職場の医療保険の方

要介護認定者数（A） 1,376

12,882

10.7

1,593

13,173

10.7

1,836

13,381

13.7

1,985

13,610

14.6

2,081

13,864

15.0

65歳以上人口
（第1号被保険者数）（B）

65歳以上人口比（認定率）
（A）/（B）（％）

22,800

22,800

34,200

45,600

57,000

68,400

生活保護受給者および老齢
福祉年金受給者で、世帯全
員が市民税非課税の方 

世帯全員が市民税非課税の方で、
本人の前年の課税年金収入+合
計所得金額が80万円以下の方 

世帯全員が市民税非課税
の方で、第2段階に該当しな
い方 

世帯の誰かに市民税が課
税されているが、本人は市
民税非課税の方 

本人が市民税課税で、前年
の合計所得金額が200万円
未満の方 

本人が市民税課税で、前年
の合計所得金額が200万円
以上の方 

所得や世帯にいる40～64歳の介護
保険対象者の人数によって決まります。 

健康保険組合、共済組合など、加入し
ている医療保険の算定方式に基づい
て決まります。 

医療保険分と介護保険分を合わせて、
国保の保険税として世帯主が納めます。 

医療保険分と介護保険分を合わせて、
健康保険料として給与から差し引か
れます。 

人 数

181

456

295

206

234

221

1593

構成比

11.4

28.6

18.5

12.9

14.7

13.9

100.0

人 数

205

534

312

244

291

250

1836

構成比

11.2

29.1

17.0

13.3

15.8

13.6

100.0

人 数

203

629

311

287

334

221

1985

構成比

10.2

31.7

15.7

14.5

16.8

11.1

100.0

人 数

236

642

318

318

338

229

2081

構成比

11.3

30.9

15.3

15.3

16.2

11.0

100.0
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今
回
の
改
正
で
要
介
護
状
態
の
区

分
が
現
在
の
６
段
階
か
ら
７
段
階
に

な
り
ま
す
。（
Ｐ
５
図
表
①
）現
在
の

「
要
介
護
１
」の
区
分
が「
要
支
援
２
」

と「
要
介
護
１
」の
二
つ
に
な
り
ま
す
。

岳
お
じ
い
さ
ん
は
散
歩
を
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
し
た
ね
。お
じ
い
さ
ん
の

状
態
で
す
と「
要
支
援
２
」に
該
当
し

ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
は「
要
介
護
１
」で

す
が
、新
し
い
制
度
で
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
の
皆
さ
ん
を
、

介
護
、福
祉
、健
康
、医
療
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た

め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。み
な
さ
ん

が
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

場
所
は
市
役
所
本
庁
内
で
す
。

電
話
は
２
８
２-

６
１
７
９
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

そ
う
す
る
と
お
じ
い
さ
ん
は「
要

介
護
１
」か
ら「
要
支
援
２
」に

な
っ
た
場
合
、今
ま
で
利
用
し

て
い
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
利
用

で
き
ま
す
か
。

基
本
的
に
は
、従
来
と
同
じ
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
が
、利

用
者
の
生
活
機
能
が
低
下
し
な
い
よ

う
に
作
ら
れ
た
計
画
を
も
と
に
サ
ー

ビ
ス
を
う
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。予
防
重
視
の
た
め
、名
称
も

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」か
ら「
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
」に
変
わ
り
ま
す
。今
よ
り

介
護
度
が
重
く
な
ら
よ
う
、地
域
の

皆
さ
ん
と
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
私
た
ち
が
い
る「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

新
予
防
給
付 
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　櫛形地区山寺に青少年児童センターが完成。愛称も
南アルプス市に、日本各地からいろいろな風がふいてく
るようにと「南風（Nanpu）」に決まり、竣工式が行われ
ました。この児童センターは、幼児教室など子育て支援
の拠点としてだけでなく、安全な遊び場として、また異
なる年齢の子どもたちが交流できる場として、活用され
ます。 
　さらに、施設内には小笠原第2児童クラブ室も併設さ
れ、4月からは、子どもたちの元気な声が響きわたります。 

　「あなたの活動がまちを変える」と題し
て櫛形生涯学習センターで市民シンポジ
ウムが開催されました。環境保全や地域
活性化に取り組むＮＰＯ法人の活動発表や、
市民と行政との協働についてパネルディ
スカッションが行われました。 

　白根巨摩中学校の柔剣道場が完成し、グラウンド・
駐車場の整備完了と併せて竣工式が行われました。
柔剣道場は、足への負担が少ないよう通常よりも弾力
のある床になっています。 

† ‰¸ 8



　八田児童クラブ室と甲西落合児童クラ
ブ室が完成し、開所式が行われました。
八田児童クラブ室は八田児童館に隣接、
甲西落合児童クラブ室は小学校の隣に
ある八王子社の境内に建てられました。 

　戦没者を偲ぶ戦没者慰霊祭が
櫛形生涯学習センターで開催され、
遺族や関係者等280名が出席し、
1981柱の御霊へ献花を行いま
した。 

　下宮地地区の神部神社で曳
船神事が行われました。神事は、
ご神体が大和の国から舟に乗っ
て渡ってきたことを再現するも
ので、市の無形民俗文化財に指
定されています。 

　長谷寺で春祭り「お観音さん」
が行われ、きらびやかな衣装の子
供たちがお寺まで練り歩きました。 
　この祭りは、子供たちの健康と
安全を願って行われます。 

　若草総合グラウンドでスポーツラリー大会が開催
され、幅広い年齢層のチームが参加し競技を楽し
みました。中でも、トリノオリンピックで話題となった
カーリングに似たシャッフルボード競技では、参加
者から一段と大きな歓声があがりました。 
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特別会計

国民健康保険

老人保健

介護保険

下水道事業

他15会計

計

会計名

一般会計

5,848,965

5,612,247

3,493,818

2,860,985

1,049,852

18,865,867

平成18年度
当初予算
（Ａ）

平成17年度
当初予算
（Ｂ）

対前年度比率（％）

予算比較
（Ａ）－（Ｂ）

（Ａ）
（Ｂ）

5,734,284

5,712,719

3,039,566

2,788,968

1,073,638

18,349,175

114,681

△ 100,472

454,252

72,017

△ 23,786

516,692

102.0

98.2

114.9

102.6

97.8

102.8

25,870,832 26,481,243 △610,411 97.7

企業会計

水道事業

自動車運送事業

計

1,614,411

31,463

1,645,874

1,554,393

39,748

1,594,141

60,018

△ 8,285

51,733

103.9

79.2

103.2

（単位：千円）

（単位：千円）

歳 入
25,870,832

歳 出
25,870,832

市 税
7,125,350
27.5％

総務費
2,968,933
11.5％

民生費
6,350,487
24.5％

衛生費
2,203,393
8.5％

土木費
3,038,403
11.8％

農林水産業費
1,146,796 4.4％

商工費
460,549 1.8％

消防費
1,319,276 5.1％

教育費
3,691,973
14.3％

公債費
4,401,828
17.0％

地方譲与税
880,000 3.4％

地方消費税
交付金

650,000 2.5％

自動車取得税
交付金

190,000 0.7％

地方特例交付金
250,000 1.0％

分担金及び負担金
1,076,267 4.2％

使用料及び手数料
171,530 0.7％

国庫支出金
1,784,133
6.9％

繰入金
1,536,978 5.9％

諸収入
196,349 0.8％

繰越金
100,000 0.4％

その他の歳入
84,401 0.3％

その他の歳出
57,198 0.2％ 議会費

231,996 0.9％

市債
2,958,100
11.4％

地方交付税
7,660,000
29.6％

未来に向かって、さらに「前進」 

 

一般会計の内訳 

（会計別の予算額）

県支出金
1,207,724 4.7％

平成18年度予算決まる 
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●国民保護計画策定
●耐震性貯水槽整備
●消火栓施設整備
●防災対策
●消防本部庁舎建設
●消防施設整備維持管理
●防犯灯管理及び防犯対策
●木造住宅耐震診断及び改修補助

●行政改革推進
●公共サイン整備
●固定資産基礎資料整備
●市税収納強化対策
●若草支所周辺整備
●市の歌・音頭作成
●自治会活動推進
●地域集会施設整備等助成
●市民活動センター運営管理及び支援
●男女共同参画推進
●個別外部監査契約

●観光施設整備事業経費
●観光施設指定管理経費
●観光PR
●全国市町村あやめサミット首長会議開催
●各種イベント開催
（甲州凧上げまつりほか6イベント）
●企業ガイダンス開催

●南アルプス市産業立地助成金
●地域提案型遊休農地活用推進
●農地・水・農村環境保全
●地方病溝渠整備
●農家基本台帳整備及び管理システム導入
●新山村振興（クラインガルテン調査研究）
●有害鳥獣等対策

●幹線道路整備
●生活道路整備
●まちづくり交付金（道路・公園緑地整備）
●市内循環バス試行運行
●赤字バス路線運行助成
●花とみどりの推進
●街路樹維持管理

●芦安地区新倉集会所移転新築
●豊小体育館改築
●櫛形北小講堂改築
●八田中学校グラウンド改修
●白根百田小学校大規模改造
●小中学生登下校安全対策
●教育支援センター経費
●自動体外式除細動器配備
●全国ソフトバレーファミリーフェスティバル開催
●鏡中条体育館床張替え
●各種スポーツ教室開催
●春仙美術館・白根桃源美術館企画展
●市内体育施設管理運営委託
●白根巨摩中外トイレ改修

●障害者小規模作業所
●市単独心身障害者福祉手当支給
●特別障害者手当支給
●障害者福祉計画策定
●障害程度区分等認定
●生活保護費支給
●敬老祝金支給
●地域支援介護予防等
●居宅介護予防支援
●子育て支援（放課後児童クラブ）
●児童手当支給事業
●八田保育所駐車場整備
●児童館管理運営
●健康福祉センター（仮称）建設
●ごみ処理等経費
●し尿処理経費

2,785 
34,000 
9,176 
42,972 
400,188 
39,870 
7,891 
3,900

5,353 
13,000 
38,997 
6,450 
51,532 
7,328 
74,247 
17,075 
8,716 
2,688 
500

9,509 
131,094 
7,635 
500 

28,835 
 

701

34,255 
5,376 
1,428 
29,300 
8,433 
3,002 
3,727

367,396 
306,000 
51,000 
3,906 
21,670 
15,763 
16,989

13,327 
281,887 
85,775 
27,313 
380,135 
2,961 
3,355 
1,815 
3,500 
3,223 
12,504 
18,541 
42,423 
6,607

18,600 
32,264 
41,348 
2,850 
6,752 

311,651 
19,982 
159,218 
22,261 
53,124 
527,640 
33,534 
36,689 
32,814 
904,264 
190,379

主な事業 

防災・防犯体制の充実

教 育の振興

少 子高齢化対策等
社会福祉の充実

行 政改革の推進

観 光の振興

商 工農林業の振興

道 路河川等の整備

単位：千円 
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第
１
回

市
民
懇
談
会
を
開
催

緑
の
基
本
計
画 

市
民
懇
談
会
が
発
足 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験 

【
主
な
意
見
や
提
案
】 

○
○
○
部
分
の
主
な
意
見
・
提
案 

●
身
近
な
緑 

　（
身
近
、身
の
ま
わ
り
の
緑
、庭
の
緑
） 

●
地
域
ら
し
い
緑 

　（
土
地
に
合
っ
た
、地
域
性
を
感
じ
る
） 

●
ふ
る
さ
と
の
緑（
な
つ
か
し
い
、里
山
、景
観
） 

●
環
境
に
配
慮
し
た
緑 

　（
動
植
物
、空
気
が
き
れ
い
） 

●
楽
し
く
心
な
ご
む
緑 

　（
花
や
実
を
結
ぶ
、楽
し
い
、心
が
な
ご
む
） 

●
継
承
す
る
緑 

　（
受
け
継
ぐ
、培
っ
て
き
た
、社
寺
境
内
林
） 

●
農
地
・
農
村
の
緑 

　（
美
し
い
農
村
風
景
、農
地
を
守
る
）な
ど 

○
○
○
部
分
の
主
な
意
見
・
提
案 

●
果
樹
や
田
ん
ぼ
を
守
る 

●
花
づ
く
り
・
花
い
っ
ぱ
い（
花
い
っ
ぱ
い
、花
壇
） 

●
身
近
な
公
園
・
広
場
、憩
い
の
場 

　（
誰
も
が
利
用
・
楽
し
め
る
、憩
い
） 

●
雑
木
林
を
大
切
に（
子
ど
も
が
育
て
る
） 

●
み
ん
な
の
緑 

　（
住
み
た
く
な
る
、み
ん
な
の
た
め
） 

●
シ
ン
ボ
ル
・
緑
の
景
観 

　（
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、景
観
） 

●
計
画
の
仕
方 

●
仕
組
み
づ
く
り 

　（
条
例
、育
て
方
、守
り
育
て
る
仕
組
み
） 

●
「
南
ア
ル
プ
ス
市
緑
の
基
本
計
画
」
策
定

　
に
向
け
た
意
見
交
換
の
場
、緑
に
関
す

　
る
意
識
啓
発
・
学
習
の
場
と
し
ま
す
。 

●
計
画
に
反
映
す
る
「
み
ど
り
の
杜
市
民

　
プ
ラ
ン（
仮
称
）」
を
ま
と
め
、市
に
提
案

　
し
ま
す
。 

●
懇
談
会
で
作
成
し
た
プ
ラ
ン
を
、市
民

　
に
公
開
・
提
案
し
ま
す
。（
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ

　
ウ
ム
開
催
や
広
報
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。） 

1
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1

あ
な
た
の
愛
犬
は 

迷
惑
犬
に
な
っ
て 

い
ま
せ
ん
か
。 

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
で

　
放
し
飼
い
は
人
を
傷
つ
け
た
り
、怖
が
ら

せ
た
り
し
て
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。ま
た
、

農
作
物
を
荒
ら
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
条

例
で
も
犬
は
綱
や
鎖
で
つ
な
い
で
お
く
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
放
れ
て
し
ま
っ
た
犬
が
人
や
物
を
傷
つ

け
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、飼
い
主
の
責
任
と

な
り
ま
す
。 

散
歩
中
な
ど
犬
の
フ
ン
は

飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
ト
イ
レ
は
自
宅
の
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば
で
き
ま
す
）。

散
歩
中
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
ち
歩
く
だ
け
で

な
く
、必
ず
フ
ン
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。 

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
毎
年
４
・
５
月
に
狂
犬
病
予
防
の
集
合

注
射
を
行
い
ま
す
。
広
報
の
折
り
込
み
に

日
程
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
狂
犬
病
予
防
注
射
を

す
る
と
注
射
済
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、動
物
病
院
で
も
接
種
で
き
、そ
の
際
も

注
射
済
票
を
交
付
し
ま
す
の
で
必
ず
証
明

書
を
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
老
齢
や
病
気
の
場
合
は
予
防
注
射
の
猶

予
が
出
来
ま
す
、獣
医
に
相
談
の
上
、環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

注
射
済
票
は
必
ず

首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い

　
注
射
済
票
は
予
防
注
射
の
接
種
が
済
ん

で
い
る
証
明
に
な
る
だ
け
で
な
く
、番
号
か

ら
飼
い
主
が
分
か
る
た
め
、

迷
い
犬
に
な
っ
た
時
、す

ぐ
に
飼
い
主
の
も
と
へ

帰
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

1

犬
を
飼
う
場
合
は
登
録
が
必
要
で
す
。

犬
の
登
録
を
す
る
方
は
、「
犬
の
新
規

登
録
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

狂
犬
病
予
防
接
種
の
会
場
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。 

仲
良
く
暮
ら
す
た
め
に

　
犬
の
鳴
き
声
は
、飼
い
主
以
外
に
は
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
鳴
く
に
は
何
か
理
由
が

あ
り
ま
す
、犬
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら

対
応
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。 

きりとりせん 

き
り
と
り
せ
ん 
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Environmental Problems

ご
み
の
減
量
は 

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
か
ら 

　
環
境
問
題
を
考
え
る
と
き
必
ず
話
題
に
な
る
ご
み
の
減
量
、リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
。
将
来
の
地
域
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し
、環
境
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
16
年
度
に
市
内
の
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、可
燃
ご
み
が
約
一

万
三
千
ト
ン
、不
燃
ご
み
が
八
百
ト
ン
。
粗
大
ご
み
や
資
源
ご
み
、事
業
所
か
ら
出
る

ご
み
を
あ
わ
せ
る
と
、市
全
体
で
は
約
二
万
二
千
ト
ン
も
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
、処
理

に
か
か
る
費
用
は
７
億
円
以
上
に
な
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
か
ら
出
さ
れ
る
ご

み
を
減
ら
す
た
め
に
は
「
適
量
購
入
・
再
利
用
・
正
し
い
分
別
」
が
大
切
で
す
。
き
れ

い
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
15
年
度
南
ア
ル
プ
ス
市
の
資
源
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
18
・
5
％
で
、県
の
17
・

3
％
を
上
回
り
ま
し
た
。資
源
を
再
利

用
す
る
循
環
型
社
会
へ
移
行
す
る
た
め

に
も
、ご
み
の
分
別
収
集
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

　
市
内
の
ご
み
分
別
収
集
方
法
の
統
一
化

に
向
け
て
、ご
み
分
別
収
集
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
ま
し
た
。「
ご
み
の
分
別
や
出
し

方
が
分
か
ら
な
い
」こ
ん
な
と
き
は
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
普
段
の
可
燃
ご
み
で
は
収
集
困
難
な

剪
定
枝
の
収
集
を
始
め
ま
す
。 

　
市
役
所
本
庁
舎
東
側
の
環
境
課
倉
庫

で
廃
蛍
光
管
・
廃
乾
電
池
を
収
集
し
て
い

ま
す
。 

　
収
集
日
は
平
日（
祝
祭
日
を
除
く
）の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
夜

間
サ
ー
ビ
ス
の
時
は
午
後
７
時
ま
で
）で
す
。

ま
た
、各
支
所
で
も
毎
週
水
曜
日（
祝
祭

日
を
除
く
）の
朝
８
時
30
分
か
ら
午
後
７

時
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。 

●
太
さ
５
cm
以
内
の
剪
定
枝
を
袋
に
入
る
長

　
さ
に
切
断
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。必
ず
市

　
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

●
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
生
活
課
へ
申

　
請
し
、業
者
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
き

　
ま
す
。詳
し
く
は
環
境
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

　
さ
い
。 

　
最
近
、可
燃
ご
み
が
レ
ジ
袋
・ビ
ニ
ー
ル
袋
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
出
さ
れ
て
い
る
の
が
目
立

ち
ま
す
。ご
み
は
必
ず
市
指
定
の
ご
み
袋

に
入
れ
て
、指
定
さ
れ
た
ご
み
収
集
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
み
な
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
市
指
定
ご

　
み
袋
の
代
金
の
一
部
は
ご
み
の
処
理
費

　
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ご み の 減 量  

1

こんなごみの出し方は絶対にやめましょう 
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「
市
の
歌
」　

市
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
自
作
の

　
未
発
表
作
品
で
１
番
か
ら
３
番
ま
で
の

　
歌
詞 

　
市
販
の
原
稿
用
紙
も
し
く
は

　
市
役
所
お
よ
び
各
支
所
、ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
あ
る
用
紙
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

「
市
の
音
頭
」

　
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
自
作
の

　
未
発
表
作
品
で
概
ね
１
番
か
ら
３
番
ま

　
で
の
音
頭
の
歌
詞
と
曲 

　
歌
詞
は
「
市
の
歌
」
と
同
様

　
で
す
。
曲
は
市
販
の
５
線
譜
等
を
使
用

　
し
、必
ず
曲
を
録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

　
プ
等
を
つ
け
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
総
務
課
へ
直
接
提
出
す
る
か
、

　
封
書
で
〒
４
０
０-
０
３
９
５（
住
所
不

　
要
）ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
最
優
秀
賞
３０
万
円 

　
　
　
　
優
秀
賞
　
１０
万
円
　 

　
　
　
　
佳
　
作
　
５
万
円
×
２
点 

　
最
優
秀
賞
１０
万
円 

　
　
　
　
優
秀
賞
　
５
万
円 

　
　
　
　
佳
　
作
　
２
万
円
×
２
点 

●「
市
の
歌
」は
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
作
品
を
ワ
ー
ド
ま
た
は
エ
ク
セ
ル
で
メ
ー

　
ル
に
添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
乗
車
の
際
は
写
真
の
バ
ス
停
の
前
で
お

　
待
ち
く
だ
さ
い
。 

※
コ
ー
ス
内
の
バ
ス
停
と
時
刻
表
は
広
報

　
折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
５
月
１
日（
月
）〜
６
月
３０
日（
金
） 

　
　
　
　
月
〜
土
曜
日（
日
曜
日
は
運
休
） 

　
北
回
り
・
南
回
り
の
２
路
線 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
す

る
た
め
、市
内
循
環
バ
ス
を
２
ヵ
月
間
運
行

し
ま
す
。
通
院
や
買
い
物
、公
共
施
設
へ
の

お
出
か
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
乗
車
は
指
定
の
バ
ス
停
で
す
が
、降
車
は

コ
ー
ス
内
な
ら
ど
こ
で
も
自
由
で
、料
金
は

無
料
で
す
。 

　
大
勢
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

　soum
u@
city.m

inam
i-alps.lg.jp 

※
応
募
は
一
人
一
作
品
で
す
。
結
果
は
広
報
や

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し
ま
す
。 

　
５
月
３１
日（
水
） 

1

1

市
の
歌
、音
頭
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

５
月
１
日
か
ら

市
内
循
環
バ
ス
の

試
行
運
行
が
ス
タ
ー
ト

４
月
１
日
か
ら

生
涯
学
習
施
設
の

貸
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

八田情報センター 

白根はーとふるセンター 

白根コミュニティー館 

若草生涯学習センター 

櫛形生涯学習センター 

施設名 

八田図書館 

 

 

わかくさ図書館 

櫛形図書館 

白根はーとふる 
センター 

貸出窓口 

月曜日、祝日 

 

 

月曜日、祝日 

月曜日、祝日の翌日 

月曜日、祝日の翌日 

定休日 

9：30～17：00

9：30～17：00

8：30～17：00

受付時間 

(285)1883 

 

 

(283)8311 

(282)7286

(282)7404

お問合せ 

1
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※電話での仮予約が可能ですが、必ず利用日までに申請手続きを行い、許可書を受取ってください。 
※貸出先の休館日に利用する場合は、事前に鍵、コインを受け取ってください。 

 1（284）3333　　  1（284）5151

4月1日から
社会体育施設・学校開放施設の管理・申込方法が変わります

八田屋内運動場・白根弓道場 
芦安プール・芦安ゲートボール場 
若草グラウンド他・若草体育館他 
若草弓道場・鏡中条体育館 
櫛形総合体育館 

市内の学校開放施設 

白根B&G海洋センター 

甲西市民総合グラウンド 
甲西体育センター 

株式会社フィッツ 1（285）4700

開催日 
奇数月の第3水曜日 
 
時　間 
午後7時30分～ 

トラベッソスポーツクラブ 1（284）7787

施設名 指定管理者 受付時間（定休日） 

市体育協会 1（284）5151

午前9時～午後10時30分 
（毎週水曜） 

午前8時30分～午後5時30分 
（土・日曜、祝日） 

午前8時30分～午後9時 
（月曜、祝日の翌日） 

地　区 
会　場 

調整会議 鍵・コインの貸出、返却先 

日　時 対応時間（定休日） 貸出・返却先 

受付窓口 受付時間（定休日） 電話番号 

八　田 

白　根 

芦　安 

若　草 

櫛　形 

甲　西 

ふれあい情報館 

白根はーとふるセンター 

芦安小体育館 

若草生涯学習センター 

櫛形総合体育館 
サブアリーナ 

甲西農村センター 

櫛形コミュニティープール 午前8時30分～午後9時　（月曜、祝日の翌日） （284）3333

24時間（無休） 

午前8時30分～午後10時（毎週水曜） 

午前10時～午後5時（毎週木曜） 

ローソン八田野牛島店 

白根B＆G海洋センター 

山渓園 

トラベッソスポーツクラブ 

櫛形コミュニティープール 

社会福祉協議会 

午前8時30分～午後5時30分 
（土・日曜、祝日） 

午前8時30分～午後9時 
（毎週月曜、祝日の翌日） 

午前8時30分～午後5時30分 
（土・日曜、祝日） 
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1

1

1

※
白
根
・
豊
保
育
所
で
も
一
時
保
育
サ
ー
ビ

　
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
協
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
名
称
が

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
変
更

　
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、こ
れ
か
ら
活
動

を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
の
出
会
い
の

場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
午
前
９
時
〜
午
後
１０
時 

　
毎
週
月
曜
、年
末
年
始 

　
市
民
活
動
を
行
う
方
は
無
料 

市
有
財
産
を
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す

　
入
札
前
に
入
札
保
証
金
の
納
付
が
必
要

で
す
。 

　
４
月
２８
日（
金
） 

　
午
前
１０
時 

　
市
役
所
本
庁 

　
４
月
１０
日（
月
）〜
２４
日（
月
） 

　
４
月
２６
日（
水
） 

　
午
前
１０
時 

入
札
案
内
書
を
管
財
契
約
課
で
配
付
し
ま
す
。 

種
　
別
　
土
地
付
き
建
物（
現
状
渡
し
） 

地
　
番
　
百
々
１
６
９
１
番
２８ 

地
　
目
　
宅
地 

１
０
１
・
３
５
g 

建
　
物
　
居
宅 

３
７
・
２
６
g 

木
造
平
屋
建
　
築
昭
和
46
年 

最
低
売
却
予
定
価
格
　
２
、７
９
７
、０
０
０
円 

　
随
時 

　
管
財
契
約
課 

　
登
録
申
請
書（
様
式
第
１
号
）、

　
市
税
の
納
税
証
明
書
、資
格
・
免
許
の
証

　
明
書（
写
） 

1

　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で 

　
　
　
　
　（
２
年
毎
に
更
新
） 

小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
受
付

　
市
発
注
の
小
規
模
工
事
や
修
繕
の
受
注

を
希
望
す
る
方
を
登
録
す
る
制
度
で
す
。 

※
す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
、変
更

　
が
な
け
れ
ば
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
障
害
の
区
分
・
程
度
に
よ
っ
て
該
当
に
な

　
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
４
月
１２
日（
水
）〜
２４
日（
月
） 

　
税
務
課
、各
支
所
地
域
生
活
課 

身
体
障
害
者
等
の
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
減
免
申
請
書
、身
体
障
害
者

　
手
帳
等
、運
転
免
許
証
、自
動
車
検
査
証
、

　
生
計
同
一
申
告
書（
家
族
運
転
の
場
合
） 

固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
期
が

変
更
に
な
り
ま
す

　
今
年
度
は
３
年
に
一
度
の
土
地
・
家
屋
の

落
合
保
育
所
で
も

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

　
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
一
時

　
的
に
保
育
が
必
要
な
市
内
在
住
の
就
学

　
前
児
童 

 
 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分 
 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
１２
時
３０
分 

　
３
歳
未
満
児
　
１
３
０
０
円 

　
３
歳
児
　
　
　
１
５
０
０
円 

　
４
歳
以
上
児
　
１
３
０
０
円 

●
保
護
者
の
不
定
期
な
就
労
等 

●
保
護
者
の
緊
急
の
傷
病
・
入
院
等 

●
私
的
理
由
等 

1

文
化
伝
承
館
・
天
文
館
の

利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
は
埋
蔵
文
化
財

の
資
料
収
集
に
使
用
す
る
た
め
、全
館
入

館
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

　
ふ
る
さ
と
天
文
館
は
観
望
会
の
開
催
日

時
を
変
更
し
ま
す
。 

　
毎
週
土
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時 

各
支
所
地
域
教
育
担
当
が

生
涯
学
習
課
・
社
会
体
育
課
に
統
合

　
次
の
団
体
が
、投
票
等
を
呼
び
か
け
る

啓
発
活
動
が
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
各
種
講
座
教
室
・
青
少
年
対
策
及
び
文

化
振
興
関
係
の
窓
口
は
生
涯
学
習
課
に
な

り
ま
す
。 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

1 1

収
納
課
が
配
置
変
更
に
な
り
ま
す

　
５
月
１
日(

月)

か
ら
、現
在
の
本
庁
第
一

会
議
室
へ
移
動
し
ま
す
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

国
際
交
流
協
会
事
務
局
が
、

甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転

　
移
転
に
伴
い
協
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム（
白
根
支
所
西
側
）は
閉
鎖
し
ま
す
。 
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1

　
４
月
３
日（
月
）〜
５
月
３１
日（
水
） 

　
税
務
課
、各
支
所
地
域
生
活
課 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
第
１
期
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
４
月
１６
日（
日
）の
新
聞
折
込

み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

保
険
証
を
使
っ
て
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
が
、１
日
単
位
か
ら
１
食
単
位
に

変
更
さ
れ
ま
す

　
い
ま
ま
で
は
食
事
の
回
数
に
関
係
な
く

日
数
で
計
算
し
て
い
ま
し
た
が
、食
事
の

実
態
に
合
わ
せ
る
た
め
食
事
の
回
数
で
計

算
さ
れ
ま
す
。 

　
１
日
に
つ
き
７
８
０
円 

　
１
食
に
つ
き
２
６
０
円 

　
　
　
　（
一
般
の
方
の
場
合
） 

若
草
・
甲
西
地
区
の
水
道
使
用
料
が

改
定
さ
れ
ま
す

　
若
草
水
道
事
業
給
水
区
域（
下
今
井
地

区
と
十
日
市
場
の
一
部
を
除
く
）は
６
月
水

道
料
金
算
定
分
か
ら
、甲
西
簡
易
水
給
水

区
域
は
５
月
水
道
料
金
算
定
分
か
ら
改
定

さ
れ
ま
す
。 

る
地
域
の
方
を
対
象
に
加
入
説
明
会
を
行

い
ま
す
。 

　
５
月
に
、新
し
く
下
水
道
が
利
用
で
き

※
新
し
い
基
本
料
金
、超
過
水
量
料
金
表
は

　
若
草
地
区
に
は
５
月
、甲
西
地
区
に
は
４

　
月
の
検
針
時
に
新
料
金
表
を
配
布
し
ま
す
。 

1

県
の
地
域
振
興
局
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
に
伴
い
市
の
属
す
る
峡
中
地
域
は

峡
北
地
域
と
統
合
し
、中
北
地
域
に
な
り

ま
す
。
中
北
地
域
を
担
当
す
る
事
務
所
は

北
巨
摩
合
同
庁
舎（
韮
崎
市
内
）に
置
か
れ

ま
す
。 

　
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
と
中
北
建
設
事

務
所
に
つ
い
て
は
、旧
峡
中
地
域
振
興
局

庁
舎（
甲
府
市
内
）に
置
か
れ
ま
す
。 

４
月
か
ら
公
共
下
水
道
の

利
用
可
能
区
域
が
拡
大

　
新
た
に
供
用
開
始
と
な
っ
た
区
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

土
地
と
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
が
で
き
ま
す

価
格
見
直
し（
評
価
替
え
）の
年
で
す
。 

　
こ
れ
に
伴
い
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納

期
限
が
５
月
３１
日（
水
）に
変
わ
り
ま
す
。 

※
国
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、関
係

　
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
固
定
資

　
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。 

1

※
詳
し
い
地
図
等
は
各
支
所
に
掲
示
し
ま
す
。 

1

や
ま
な
し
学
生
就
職
面
接
会

 

●
甲
府
会
場
　
４
月
21
日（
金
） 

　
甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル 

●
東
京
会
場
　
５
月
19
日（
金
） 

　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ 

　
正
午
〜 

　
未
就
職
卒
業
者
、来
年
３
月
に

　
卒
業
予
定
の
学
生 

※
参
加
企
業
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

　
で
き
ま
す
。 

1

固
定
資
産
税
の
審
査
申
出

　
平
成
１８
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
審
査
の
申
し
出

が
で
き
ま
す
。 

　
４
月
３
日（
月
）〜
７
月
１４
日（
金
） 

1

小
口
資
金
融
資
制
度
改
正

　
県
の
小
規
模
企
業
者
小
口
資
金
融
資
実

施
要
領
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、４
月
か
ら

市
の
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
貸
付
期

間
等
が
改
正
さ
れ
ま
す
。 

　
設
備
資
金
　
７
年
以
内 

運
転
資
金
　
５
年
以
内 

　
個
人
負
担
有 

1

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
手
続
き

　
就
職
・
転
勤
・
退
職
・
結
婚
等
で
国
民
年

金
の
加
入
の
仕
方（
種
別
）が
変
更
に
な
る

と
き
、住
所
変
更
を
し
た
と
き
、氏
名
が
変

わ
っ
た
と
き
に
は
、届
出
が
必
要
で
す
。 

　
届
出
を
忘
れ
る
と
、年
金
の
減
額
や
受

け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 
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11

陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

　
市
内
小
学
校
４
〜
６
年
生 

　
毎
週
水
曜
日 

　
午
後
７
時
〜 

　
櫛
形
中
学
校 

　
　
　
　
櫛
形
総
合
公
園 

　
１
０
０
０
円 

　
前
期 

３
０
０
０
円 

　
　
　
　
後
期 

３
０
０
０
円 

「
小
笠
原
商
店
街
」
パ
ス
テ
ル
画
講
座

　
４
月
11
日（
火
） 

　
午
前
１０
時
、午
後
１
時
、 

　
　
　
　
午
後
２
時
３０
分（
３
回
） 

　
南
ア
ル
プ
ス
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト 

　
各
回
８
名 

　
１
０
０
０
円 

1 1

芦
安
新
緑
ま
つ
り

カ
ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者

　
５
月
３
日（
水
） 

　
１５
人（
先
着
順
） 

1

「
小
笠
原
流
流
鏑
馬
」
の
諸
役

　
５
月
６
日（
土
） 

　
３
名 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
甲
府
第
２
団

体
験
入
隊
及
び
説
明
会

　
４
月
９
日（
日
） 

甲
西
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

　
小
学
３
年
以
上
の
男
子 

　
毎
週
水
・
土
曜
日 

　
水
曜 

午
後
６
時
〜
８
時 

土
曜 

午
前
９
時
〜
正
午

　
甲
西
体
育
セ
ン
タ
ー 

1

市
体
育
祭
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
出
場
者

　
１
チ
ー
ム
７
名
以
上
の
成
人
の
チ
ー
ム

　
７
月
上
旬 

　
１
０
０
０
円 

　
４
月
３０
日（
日
） 

11

将
棋
教
室（
４
月
〜
９
月
開
催
）

　
小
学
生
以
上 

４
月
　
第
２
土
曜
日 

　
　
　
　
５
月
以
降
　
第
１
・
２
土
曜
日 

　
午
後
１
時
〜
５
時 

　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

「
家
族
相
談
員
」
紹
介
事
業
利
用
者

　
心
の
病
気
で
療
養
中
の
方
が
安
心
し
て

地
域
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
必
要
な
支
援

を
行
う
「
家
族
相
談
員
」
紹
介
事
業
の
利

用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
い
る
高
等
学
校
生（
盲
学
校
、ろ
う
学
校
、

　
養
護
学
校
の
高
等
部
含
む
）・
専
門
学
校

　
生
・
短
大
生
・
大
学
生（
大
学
院
除
く
） 

　
「
奨
学
金
貸
付
願
」
を
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
「
貸
付
願
」
は
教
育
総
務
課
で
配
付 

　
４
月
２８
日（
金
） 

1

平
成
１８
年
度
奨
学
生

　
保
護
者
等
が
市
内
に
在
住
し
て

山
梨
県
ペ
ア
マ
ッ
チ

ナ
イ
ン
ボ
ー
ル
大
会

　
４
月
２
日（
日
） 

1

1

　
毎
月
第
４
日
曜
日 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
富
士
見
町
公
会
堂 

　
ボ
カ
シ
を
入
れ
る
袋 

く
り
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

ボ
カ
シ
づ
く
り

　
富
士
見
町
ボ
カ
シ
の
会
で
は
、ボ
カ
シ
づ

秋
月
会
　
峰
山
流
・
香
月
流

二
十
周
年
記
念
舞
踊
会

　
４
月
９
日（
日
） 

　
午
後
１２
時
３０
分
〜 

　
増
穂
町
文
化
会
館 

1 　
午
前
９
時
３０
分
〜 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
７６-

１ 

　
　
　
　
「
グ
ロ
ッ
タ
ア
ズ
ー
ラ
」 

1
 　

５
月
１４
日（
日
） 

　
４
月
２６
日（
水
） 

警
察
官
採
用
試
験

　
平
成
１８
年
１０
月
採
用
と
平
成
１９
年
４

月
採
用
の
試
験
で
す
。 
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1

11

白
根
・
芦
安
地
区
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー 

（
白
根
聖
明
園
）　
　
1（
２
８
４
）２
２
０
１ 

八
田
地
区
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー 

（
南
岳
荘
）　
　
　   

1（
２
８
０
）５
２
８
１ 

櫛
形
地
区
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー 

（
櫛
形
荘
）　
　
　   

1（
２
８
４
）０
０
２
０ 

若
草
・
甲
西
地
区
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー 

（
花
菱
荘
）　
　
　
　
1（
２
８
０
）１
３
０
０ 

11

　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時 

　
甲
斐
市
ラ
イ
オ
ン
の
森 

　
年
中
児
〜
小
学
校
６
年
生 

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

　
４
月
１４
日（
金
）、２８
日（
金
） 

　
午
後
１
時
〜
４
時 

　
白
根
総
合
会
議
室 

　
４
月
４
日（
火
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

　
商
工
会
櫛
形
支
所 

行
政
相
談　

４
月
７
日（
金
）、２１
日（
金
） 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
７
日   

八
田
・
若
草
支
所 

　
　
　
　
２１
日
　
白
根
総
合
会
議
室 

　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
本
庁
舎 

社
会
保
険
相
談
所

年
金
・
賃
金
・
労
災
な
ど

無
料
相
談
会

　
４
月
８
日（
土
） 

　
働
く
婦
人
の
家 

　
４
月
１９
日（
水
） 

　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　（
旧
商
工
会
櫛
形
支
所
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

住
宅
改
修
相
談（
要
予
約
）

　
高
齢
者
の
安
心
自
立
を
促
す
住
宅
改
修

相
談
で
す
。 

　
４
月
２８
日（
金
） 

午
前
１０
時
〜
１２
時

　
市
役
所
西
別
館 

　
１
級
建
築
士 

　
　
　
　
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　
各
施
設
の
職
員
が
２４
時
間
、電
話
相
談

等
を
受
け
付
け
ま
す
。
介
護
や
在
宅
生
活

の
こ
と
等
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

1

入札日 場　所  請　負　者  請負金額（円）工　事　名

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月  2日 

2月16日 

2月16日 

2月16日 

2月21日 

2月27日 

桃園29号線舗装新設工事 

十五所57号線舗装工事 

市道白根6号線舗装修繕工事 

清水川安全施設設置工事 

坪川土手下水路改修工事 

市道曲輪田2号線道路維持工事 

荊沢地内水路改修工事 

寺部公園フェンス補修工事 

秋山川すももの郷公園植栽工事 

親水公園給水管新設工事 

旧くしがたすこやか桃園東館改修工事 

平成18年度予算及び同説明書他印刷業務 

南アルプス市地域新エネルギービジョン報告書及び概要版印刷業務 

荊沢芦原線舗装工事 

市単土地改良事業地方病溝渠改修工事（西南湖地区） 

東南湖水路清掃工事 

若草40号線道路舗装工事 

さくらの里憩いの家エレベーター設置工事 

桃園地内 

十五所地内 

飯野地内 

浅原地内 

落合地内 

曲輪田地内 

荊沢地内 

寺部地内 

落合地内 

有野地内 

桃園地内 

財政課 

環境課 

落合地内外 

西南湖地内 

東南湖地内 

下今井地内 

鏡中條地内 

（株）加藤土建 

（株）加藤土建 

（株）輪田道路 

（有）柴田建材興業 

（有）保坂建設工業 

河野土木（株） 

（有）野田組 

（有）広進土木 

（株）富士グリーンテック 

（有）清水総合工業 

（有）野田ホーム 

野中印刷所 

不　調 

（株）加藤土建 

甲和工業（株） 

（株）櫛形環境 

新津建設（株） 

長田組土木（株） 

630,000  

1,365,000  

4,725,000  

2,835,000  

1,239,000  

2,457,000  

1,680,000  

1,869,000  

3,780,000  

1,888,950  

1,722,000  

1,718,115  

  

4,620,000  

9,660,000  

3,496,500  

10,185,000  

16,065,000 

お問合せ 管財契約課 1（２８２）６０９２

入
札
結
果
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M i n a m i - A l p s  C i t y

おはなし会 

 

 

おはなし会0,1,2

凧作り教室 

工作教室 

10：30 

10：30 

14：00 

10：30

13：00

15：00

10：30

10：30

15日（土） 八 

8・22日（土） 白 

8日（土） わ 

毎週土曜日 櫛 

8日（土）、毎週木曜日 甲 

11日（火） 八 21日（金） 白 

4日（火） 櫛 19日（水） わ 

23日（日）　（要申込） 甲 

「こいのぼりロケット」（定員10名） 
15日（土） 八 

眠っている森を起こ
しにやってきたのは、
不思議な不思議なそ
よそよさん。ハーフゥ、
ハーフゥ、そよそよさ
んが息を吹きかける
と・・・。春の息吹が感
じられる、あたたかく
楽しい絵本。 

乾布まさつ、ヨガ、アロ
マテラピー、ハーブ、効
く食品95、サプリメント、
掃除方法、薬の種類、手
術、シーズンオフの対策
等、最新医学療法から
撃退グッズまで、花粉症
のつらい症状をふっと
ばす方法を150項目以
上紹介。 

櫛形図書館 
　　　1（280）3300

白根桃源図書館 
　　　1（284）6010

わかくさ図書館 
　　　1（283）1501

八田ふれあい図書館 
　　　1（285）5010

甲西図書館 
　　　1（282）7291

※櫛形図書館は、9日（日）に 
　ついては休館します。 

I N F O R M AT I O N

休館日：毎週月曜日、28日 

L i b r a r y

M i n a m i - A l p s  C i t y

I N F O R M AT I O N
M u s e u m

白根百々出身の片岡国江さん（大阪府在住）は、小さい
ころに体験した市内の自然の美しさ、ほのぼのとした
風景を描いた絵本を出版。 
市内の図書館・保育所に寄贈していただきました。 

1
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子
ど
も
達
に
も 

伝
え
た
い
、 

ノ
ー
サ
イ
ド
の
精
神 

成
人
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
ク
ラ
ブ
は
、か
い
じ
国
体

の
開
催
を
機
に
旧
八
田
村
で
結
成
さ
れ

ま
し
た
。現
在
の
部
員
数
は
20
人
、15
人

で
行
う
ラ
グ
ビ
ー
で
は
ギ
リ
ギ
リ
の
人

数
で
す
。年
齢
層
も
幅
広
く
18
歳
か
ら

36
歳
ま
で
。ラ
グ
ビ
ー
未
経
験
の
選
手

も
い
ま
す
。高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
を
見

て
、憧
れ
て
入
部
し
た
そ
う
で
す
。市
内

で
は
唯
一
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
な
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
一
度
練
習
を
見
に
来

て
欲
し
い
で
す
ね
。

ラ
グ
ビ
ー
は
、ボ
ー
ル
を
投
げ
る
、蹴

る
と
い
っ
た
動
作
に
、体
を
ぶ
つ
け
合
う

こ
と
も
あ
り
、ス
ピ
ー
ド
も
持
久
力
も

要
求
さ
れ
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い

ま
す
。全
員
が
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
、相
手
チ
ー
ム
と
ぶ
つ
か
り
合
い
を
す

る
の
で
す
が
、ノ
ー
サ
イ
ド（
試
合
終
了
）

に
な
る
と
、敵
味
方
関
係
な
く
全
力
で

プ
レ
ー
を
し
た
お
互
い
の
健
闘
を
た
た

え
、不
思
議
と
仲
良
く
な
れ
る
ん
で
す
。

こ
れ
が
ノ
ー
サ
イ
ド
の
精
神
で
す
。

今
は
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
に
人
気
が
あ

つ
ま
り
、ラ
グ
ビ
ー
の
競
技
人
口
が
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。で
も
、チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
大
切
さ
や
お
互
い
を
思
い
や
る

気
持
ち
も
学
べ
ま
す
し
、決
め
ら
れ
た
ル

ー
ル
の
中
で
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
は
、子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
も
き
っ
と
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
い
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
人
口
の

底
辺
拡
大
の
意
味
も
こ
め
て
、機
会
が
あ

れ
ば
子
ど
も
た
ち
に
ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し

さ
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

部長望月 道浩さん
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1

　
４
月
３
日（
月
）か
ら
、芦
安
支
所
を
除
く
す

べ
て
の
支
所
で
保
健
師
の
常
駐
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。
芦
安
支
所
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
ど
お
り
午

前
中（
正
午
ま
で
）は
保
健
師
が
常
駐
し
ま
す
。 

　
今
後
は
、櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
す
る

保
健
師
が
、電
話
・
来
所
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。ま
た
、時
間
を
予
約
し
て
の
相
談
や
保

健
師
に
よ
る
訪
問
も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
４
月
２５
日（
火
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

　
　
　
　
午
後
１２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
市
役
所
本
庁
舎 

気軽に健康づくり

集団健康教育「ストレッチ教室」
　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
。

ス
ト
レ
ッ
チ
は
特
別
な
技
術
を
必
要

と
す
る
こ
と
な
く
、ま
た
お
金
も
時

間
も
場
所
も
必
要
と
し
な
い
、誰
に

で
も
簡
単
に
、そ
し
て
気
軽
に
で
き

る
健
康
づ
く
り
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
で
す
。 

 

市
が
老
人
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
集
団
健
康
教
育
「
ス
ト
レ

ッ
チ
教
室
」
に
は
、１
３
０
人
が
参
加

し
、自
宅
で
も
気
軽
に
出
来
る
ス
ト

レ
ッ
チ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
健
康
維

持
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
た
め
簡
単
な
ス

ト
レ
ッ
チ
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
年
度
も
健
康
教
室
を
順
次
開
催

し
ま
す
。
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

※
で
き
る
限
り
本
人
が
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理
の

方
の
場
合
は
後
日
、本
人
と
連
絡
を
取
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
） 

※
地
区
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、都
合
の
い
い
日
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

4月 
��������

わが家の お姫さま いまちゃん
元気で やさしい子に 育ってね

父・浩志
母・由紀子（小笠原）

ひょうきん者の明日翔くんに
おませなひかるちゃん
いつまでも 仲のいい兄妹でいてね

父・政仁 母・あずさ（加賀美）

いっぱい遊んで
すくすくと大きくなあれ

父・嘉之 母・若葉（小笠原）
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受
　
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分 

凧
絵
柄
コ
ン
テ
ス
ト
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

昼
の
イ
ベ
ン
ト
　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時 

凧
上
げ
コ
ン
テ
ス
ト
　
午
後
１
時
〜
３
時 

開
催
日
　
４
月
23
日（
日
） 

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
４
時 

場
　
所
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

　
観
光
商
工
課
及
び
甲
西
図
書
館
に

直
接
、も
し
く
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

　
そ
の
際
に
凧
の
材
料
を
配
布
し
ま

す
の
で
、和
紙
に
絵
を
描
き
、凧
作
り

教
室
の
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

観
光
商
工
課
　
1（
２
８
２
）６
２
９
４ 

甲
西
図
書
館
　
1（
２
８
２
）７
２
９
１ 

「運転は　人に社会に　思いやり」をスローガンに、4月6日（木）から15日（土）まで春の全国交通安全運動を実施します。 

人口／72,761人（+6）　男／35,873人（+6）　女／36,888人（0）　世帯／23,764戸（+18） 
平成18年3月1日現在（対前月比） 

開
催
日
　
４
月
29
日（
土
）※
雨
天
中
止 

場
　
所
　
釜
無
川
三
郡
橋
上
流 

８
０
０
ｍ
右
岸
河
川
敷 

1 5 1

各支所1／八田（285）0011 白根（283）3000 芦安（288）2112 若草（282）3100 甲西（282）3120
所在地／〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376 HPアドレス http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/

と
て
も
楽
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム
や

百
ま
す
計
算
を
す
る
皆
さ
ん
。
お

し
ゃ
べ
り
や
笑
い
声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。 

（
藤
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
） 

新しいスタートにあたり、今までの表紙とちょっとイメージを変え、「夢のたね」とつけました。毎月、市の情報やみなさんからの情報をたねとして
発信していきます。このたねが大きな木になるようみんなで育ててください。 

この印刷物は色覚障害の方に配慮し制作しています。 

広報南アルプスがリニューアル 
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